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１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 1,392,951 0.7 26,668 △53.2 22,739 △63.9 30,999 △38.5

2025年３月期第３四半期 1,383,731 7.1 57,025 1.2 62,997 △3.7 50,407 19.1

(注) 包括利益 2026年３月期第３四半期 420百万円(△99.1％)2025年３月期第３四半期 47,048百万円(△61.0％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 33.81 33.80

2025年３月期第３四半期 51.32 51.31

（注）2025年３月期において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2025年３月期第３四半期連結累

計期間に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映しています。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2026年３月期第３四半期 2,630,434 1,081,915 39.8 1,164.10

2025年３月期 2,635,030 1,132,791 41.8 1,177.99

(参考) 自己資本 2026年３月期第３四半期1,047,935百万円 2025年３月期 1,101,755百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 12.00 － 12.00 24.00

2026年３月期 － 18.00 －

2026年３月期(予想) 18.00 36.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,850,000 0.0 45,000 △33.5 35,000 △49.0 50,000 8.3 54.25
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期３Ｑ 1,014,381,817株 2025年３月期 1,014,381,817株

② 期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 114,170,504株 2025年３月期 79,098,942株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 917,002,007株 2025年３月期３Ｑ 982,260,977株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー ： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（決算補足説明資料の入手方法について）
決算補足説明資料は、2026年２月６日（金）にTDnet及び当社ホームページに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（当四半期連結累計期間の経営成績）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する

四半期純利益

１株当たり
四半期純利益

億円 億円 億円 億円 円 銭

2026年３月期
第３四半期

13,930 267 227 310 33.81

2025年３月期
第３四半期

13,837 570 630 504 51.32

増減額 92 △304 △403 △194

増減率 0.7％ △53.2％ △63.9％ △38.5％

当社グループは、2035年までの長期ビジョン「長期ビジョン2035」において、「資本効率向上」「ポートフォリ

オ転換」「サステナビリティ促進」を基本方針に、企業価値の最大化と社会課題解決に向けた取り組みを通じてス

ローガンである「サステナビリティへの貢献」を実現する企業グループを目指します。

2025年度から2027年度を対象とする「中期経営計画2027」は「長期ビジョン2035」の実現に向けた基盤を固める

準備期と位置づけ、資本効率の改善に重点を置いた取り組みを進めます。事業戦略としては、外部環境の変化によ

るコスト高の着実な価格転嫁、製造拠点の安定操業及び競争力強化、グループ営業体制の強化、高付加価値品への

シフトを通じて既存事業の収益力を強化します。また、低収益性事業については撤退を含めた構造改革を断行して

いきます。王子ネピアでは、2025年８月に同社江戸川工場を閉鎖し、2026年３月には同社苫小牧工場を停止・閉鎖

することを決定したほか、王子製紙においても新聞用紙生産設備１台の停止を決定しました。さらに海外事業では、

2025年６月にOji Fibre Solutionsが段ボール原紙事業から撤退したほか、11月には同社豪州パッケージング事業、

12月には同社古紙事業を売却しました。こうした最適生産体制の構築等を通じて、既存事業の収益力強化を図って

いきます。

一方で、高い経済成長が見込まれるインド・東南アジアなどのエリアや、サステナブルパッケージ、木質バイオ

マスビジネスなどの戦略事業には成長投資を集中させていきます。成長投資として、ベトナムにおける液体紙容器

新工場の建設を決定したほか、王子エフテックス中津工場では変圧器用セルロース系プレスボードの需要拡大に対

応し、生産能力を約３倍に増強する増設工事を実施します。木質バイオマス関連では、2026年１月に欧州で最も先

進的なバイオリファイナリー企業であり、溶解パルプ及びバイオエタノール製造販売事業を展開するオーストリア

のAustroCel社の買収が完了しました。医薬・ヘルスケア領域においては、2025年９月に豪州で動物用医薬品原薬の

製造・輸出に関する承認を取得するなど、事業化に向けた取り組みが着実に進んでいます。幅広くバイオマス技術

を取り入れ、イノベーションと事業ポートフォリオ転換を加速させ、木質バイオマスビジネスの中核化を図ってい

きます。

これらの取り組みを通じ、2027年度に連結営業利益1,200億円、親会社株主に帰属する当期純利益800億円、ROE８

％を達成します。

当第３四半期連結累計期間の売上高は、海外でのパルプ市況の悪化等もありましたが、Walki社の買収・連結子会

社化等もあり、前年同四半期を92億円（0.7％）上回る13,930億円となりました。

営業利益は、国内で販売数量が減少した影響や海外でのパルプ市況悪化等により、前年同四半期を304億円（△

53.2％）下回る267億円となりました。

経常利益は、外貨建債権債務の評価替えによる為替差益の増加があったものの、営業利益の減益に加え、金利上

昇による支払利息の増加等により、前年同四半期を403億円（△63.9％）下回る227億円となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益は、特別利益に保有株式の縮減の取り組みに伴う投資有価証券売却益及び退

職給付信託返還益を計上したものの、経常利益の減益に加え、特別損失にOji Fibre Solutions及び王子ネピアで事

業構造改善費用を計上したこと等により、前年同四半期を194億円（△38.5％）下回る310億円となりました。

なお、2025年３月期において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2025年３月期第３四半期

連結累計期間に係る各数値については、暫定的な会計処理の確定の内容を反映しています。
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（当四半期連結累計期間のセグメント別の動向）

①セグメントの業績

(単位：億円)

売上高 営業利益（△は損失）

2025年
３月期

第３四半期

2026年
３月期

第３四半期
増減率

2025年
３月期

第３四半期

2026年
３月期

第３四半期
増減率

報告
セグメント

生活産業資材 6,874 7,066 2.8％ 147 134 △9.3％

機能材 1,772 1,765 △0.4％ 111 81 △26.5％

資源環境ビジネス 2,931 2,904 △0.9％ 249 48 △80.7％

印刷情報メディア 2,194 2,042 △6.9％ 107 69 △35.5％

計 13,771 13,776 0.0％ 614 332 △45.9％

その他 2,546 2,562 0.6％ △51 △71 －

計 16,318 16,338 0.1％ 563 261 △53.7％

調整額(注) △2,480 △2,409 7 6

合計 13,837 13,930 0.7％ 570 267 △53.2％

（注）調整額は主として内部取引に係るものです。

②セグメント別の概況

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち、経済的特徴、製品の製造方法又は製造過程、

製品を販売する市場又は顧客の種類等において類似性が認められるものについて集約を実施し、「生活産業資材」

「機能材」「資源環境ビジネス」「印刷情報メディア」の４つとしています。報告セグメントに含まれない事業セ

グメント等は、「その他」としています。

なお、報告セグメントの業績をより適切に評価するため、第１四半期連結会計期間より、従来「その他」に区分

していたサステナブルパッケージング事業、液体紙容器事業につきましては、「生活産業資材」に区分を変更して

います。また、従来各報告セグメントに配賦していたグループ本社費用は、コーポレート関連業務として各セグメ

ントには配賦せず、「その他」に含めて表示する方法に変更しています。前年同四半期比較については、前年同四

半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しています。

各セグメントの主要な事業内容は以下のとおりです。

生活産業資材・・・・・段ボール原紙・段ボール加工事業、白板紙・紙器事業、包装用紙・製袋事業、

サステナブルパッケージング事業、液体紙容器事業、

ホームケア事業、ウェルネスケア事業

機能材・・・・・・・・特殊紙事業、感熱事業、粘着事業、フィルム事業

資源環境ビジネス・・・植林・木材加工事業、パルプ事業、エネルギー事業

印刷情報メディア・・・新聞用紙事業、印刷・出版・情報用紙事業

その他・・・・・・・・商事、物流、エンジニアリング、不動産事業、コーポレート関連業務 他

〈生活産業資材〉

当第３四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期比2.8％増収の7,066億円、営業利益は同9.3％減益の134億円

となりました。

国内事業では、段ボール・大人用おむつ・家庭紙等での価格修正効果はあるものの、物価上昇に伴う消費抑制に

よる減販のほか、子供用おむつが2024年９月に国内事業から撤退したことにより、売上高は前年に対し減収となり

ました。物流費や人件費の上昇等により、営業利益も減益となりました。

海外事業では、サステナブルパッケージング事業におけるWalki社の買収・連結子会社化により、売上高は前年に

対し増収となりました。Oji Fibre Solutionsの段ボール原紙事業撤退等により、営業利益も増益となりました。
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〈機能材〉

当第３四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期比0.4％減収の1,765億円、営業利益は同26.5％減益の81億円

となりました。

国内事業では、特殊紙は戦略商品である通販向けヒートシール紙・非フッ素耐油紙等の拡販や価格修正により増

収となりましたが、2024年８月にチューエツを売却した影響のほか、感熱フィルムにおける一部需要の減少により

売上高は前年に対し減収となりました。営業利益は物流費や人件費の上昇等があったものの、価格修正やコストダ

ウンへの取り組み等により前年並みとなりました。

海外事業では、感熱事業で円貨換算差により、売上高は前年に対して増収となりましたが、南米での価格競争の

激化や米国の関税政策による減販等があり、営業利益は前年に対して減益となりました。

〈資源環境ビジネス〉

当第３四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期比0.9％減収の2,904億円、営業利益は同80.7％減益の48億円

となりました。

国内事業では、エネルギー事業での販売電力増加などにより売上高は前年に対し増収、営業利益も増益となりま

した。

海外事業では、PanPac社でサイクロンによる被災からの復旧による増収はありましたが、パルプ市況の悪化など

により、売上高は前年に対し減収、営業利益も減益となりました。

〈印刷情報メディア〉

当第３四半期連結累計期間の売上高は前年同四半期比6.9％減収の2,042億円、営業利益は同35.5％減益の69億円

となりました。

国内事業では、価格修正を進めてまいりましたが、新聞用紙及び印刷・情報用紙は需要の減少傾向が継続してい

ることにより、売上高は前年に対し減収となりました。物流費や人件費の上昇等により、営業利益も減益となりま

した。

海外事業では、江蘇王子製紙において市況悪化に伴う価格の下落により、売上高は前年に対し減収となりました

が、営業利益はコストダウンへの取り組み及び石炭等の原燃料価格の下落により増益となりました。

（２）財政状態に関する説明

「中期経営計画2027」における財務戦略としては、非コア資産の売却によるコア事業への経営資源の集中や資本

コストを意識したハードルレートの適用による投資の厳選により、資産管理を厳格化します。2025年11月には王子

不動産が所有する賃貸不動産の売却を決定しました。また、配当性向の50％への引き上げ、自己株式取得の機動的

な実施により自己資本をコントロールし、借入も活用することで資本構成の見直しを進めます。2024年12月から

2025年12月までに第一弾として約500億円の自己株式取得が終了し、第二弾としてさらに2026年12月までに500億円

を取得することを決定しました。これらの取り組みを通じて、継続的な資金確保と株主還元強化を両立しつつ、強

固な財務基盤を構築します。

なお、「中期経営計画2027」の３年間では次の数値を計画しています。

・政策保有株式の売却 450億円

・退職給付信託拠出株式の見直しによる縮減 210億円

・自己株式取得 1,200億円（2024年度から2027年度では1,500億円）

・ネットD/Eレシオ 1.0倍以内

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、当第３四半期連結会計期間末が金融機関の休日だった影響により売上

債権等が増加した一方、一部の海外子会社での円高の影響による円貨換算差や保有株式の売却等により、前連結会

計年度末に対し46億円減少し、26,304億円となりました。負債は、有利子負債の増加等により、前連結会計年度末

に対し463億円増加し、15,485億円となりました。純有利子負債残高（有利子負債－現金及び現金同等物等）は前連

結会計年度末に対し405億円増加し、8,780億円となりネットD/Eレシオ（純有利子負債残高／純資産残高）は0.8倍

となりました。経営目標である1.0倍以内を維持しています。純資産は、円高の影響による為替換算調整勘定の減
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少、自己株式の取得（2025年度自己株式取得額260億円）等により、前連結会計年度末に対し509億円減少し、

10,819億円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年11月７日の決算短信で公表した通期の連結業績予想に変更はありませんが、今後、連結業績予想の修正が

必要と判断した時点で速やかに公表します。



王子ホールディングス株式会社(3861)
2026年３月期 第３四半期決算短信

6

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 58,429 59,300

受取手形、売掛金及び契約資産 374,911 416,104

有価証券 7,434 3,119

商品及び製品 136,769 128,388

仕掛品 26,247 27,349

原材料及び貯蔵品 152,609 156,014

その他 52,995 53,043

貸倒引当金 △2,892 △3,015

流動資産合計 806,504 840,305

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 244,732 237,299

機械装置及び運搬具（純額） 467,616 444,107

土地 242,886 243,228

その他（純額） 426,163 428,172

有形固定資産合計 1,381,399 1,352,808

無形固定資産

のれん 58,303 55,856

その他 52,203 50,784

無形固定資産合計 110,507 106,640

投資その他の資産

投資有価証券 197,835 200,875

その他 140,574 131,586

貸倒引当金 △1,790 △1,782

投資その他の資産合計 336,619 330,679

固定資産合計 1,828,526 1,790,129

資産合計 2,635,030 2,630,434
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 263,763 281,549

短期借入金 236,227 256,823

コマーシャル・ペーパー 77,000 67,000

１年内償還予定の社債 30,000 15,000

未払法人税等 20,610 10,891

引当金 7,671 9,116

その他 103,545 107,853

流動負債合計 738,818 748,234

固定負債

社債 115,000 115,000

長期借入金 445,161 486,638

引当金 7,806 9,248

退職給付に係る負債 51,146 52,064

その他 144,306 137,331

固定負債合計 763,420 800,283

負債合計 1,502,238 1,548,518

純資産の部

株主資本

資本金 103,880 103,880

資本剰余金 86,035 86,137

利益剰余金 671,980 674,997

自己株式 △45,836 △71,662

株主資本合計 816,060 793,354

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 52,782 53,480

繰延ヘッジ損益 △638 △327

土地再評価差額金 5,326 5,414

為替換算調整勘定 186,875 164,552

退職給付に係る調整累計額 41,350 31,460

その他の包括利益累計額合計 285,695 254,580

新株予約権 68 54

非支配株主持分 30,967 33,925

純資産合計 1,132,791 1,081,915

負債純資産合計 2,635,030 2,630,434
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

(四半期連結損益計算書)

(第３四半期連結累計期間)

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

売上高 1,383,731 1,392,951

売上原価 1,118,662 1,150,783

売上総利益 265,069 242,168

販売費及び一般管理費

運賃諸掛 99,234 96,962

従業員給料 47,426 49,169

その他 61,383 69,368

販売費及び一般管理費合計 208,044 215,499

営業利益 57,025 26,668

営業外収益

受取利息 1,725 1,833

受取配当金 3,760 3,709

為替差益 832 3,890

持分法による投資利益 3,602 2,171

その他 8,919 3,447

営業外収益合計 18,840 15,051

営業外費用

支払利息 5,899 7,975

その他 6,969 11,005

営業外費用合計 12,868 18,980

経常利益 62,997 22,739

特別利益

投資有価証券売却益 19,276 25,258

退職給付信託返還益 8,469 9,468

その他 1,724 5,097

特別利益合計 29,470 39,824

特別損失

事業構造改善費用 3,785 9,596

その他 4,824 3,306

特別損失合計 8,609 12,902

税金等調整前四半期純利益 83,858 49,661

法人税、住民税及び事業税 33,016 21,856

法人税等調整額 △957 △4,501

法人税等合計 32,058 17,355

四半期純利益 51,799 32,306

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,391 1,307

親会社株主に帰属する四半期純利益 50,407 30,999
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(四半期連結包括利益計算書)

（第３四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

四半期純利益 51,799 32,306

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6,826 △968

繰延ヘッジ損益 △2,830 308

為替換算調整勘定 14,559 △22,037

退職給付に係る調整額 △9,423 △9,487

持分法適用会社に対する持分相当額 △231 298

その他の包括利益合計 △4,751 △31,885

四半期包括利益 47,048 420

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 45,693 △113

非支配株主に係る四半期包括利益 1,354 534
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)、のれんの償却額は、次のとお

りです。

前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日

至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日

至 2025年12月31日)

減価償却費 63,255百万円 67,126百万円

のれんの償却額 3,503 4,383

（注）前連結会計年度末において企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前第３四半期連結累計

期間の各数値は、暫定的な会計処理の確定の内容を反映しています。

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注３)

生活産業
資材

機能材
資源環境
ビジネス

印刷情報
メディア

計

売上高

外部顧客への売上高 633,743 166,191 256,585 170,988 1,227,509 156,222 1,383,731 － 1,383,731

セグメント間の内部
売上高又は振替高

53,691 11,012 36,487 48,432 149,624 98,408 248,033 △248,033 －

計 687,435 177,204 293,073 219,420 1,377,134 254,630 1,631,765 △248,033 1,383,731

セグメント利益
又は損失(△)

14,728 11,090 24,910 10,663 61,392 △5,071 56,321 703 57,025

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、商事、物流、エンジニアリン

グ、不動産事業、コーポレート関連業務他を含んでいます。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額703百万円は、主として内部取引に係る調整額です。

３．セグメント利益又は損失(△)は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

４．セグメント利益又は損失(△)は企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、暫定的な会計処理の

確定の内容を反映しています。詳細については、(企業結合等関係)に記載しています。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注３)

生活産業
資材

機能材
資源環境
ビジネス

印刷情報
メディア

計

売上高

外部顧客への売上高 652,773 165,025 257,162 160,336 1,235,298 157,653 1,392,951 － 1,392,951

セグメント間の内部
売上高又は振替高

53,795 11,431 33,212 43,874 142,313 98,582 240,895 △240,895 －

計 706,569 176,456 290,374 204,211 1,377,611 256,235 1,633,847 △240,895 1,392,951

セグメント利益
又は損失(△)

13,365 8,149 4,818 6,880 33,214 △7,114 26,100 567 26,668

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメント等であり、商事、物流、エンジニアリン

グ、不動産事業、コーポレート関連業務他を含んでいます。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額567百万円は、主として内部取引に係る調整額です。

３．セグメント利益又は損失(△)は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

報告セグメントの業績をより適切に評価するために、第１四半期連結会計期間より、従来「その他」に区分し

ていたサステナブルパッケージング事業、液体紙容器事業について「生活産業資材」に区分を変更しています。

また、従来各報告セグメントに配賦していたグループ本社費用は、コーポレート関連業務として各セグメントに

は配賦せず「その他」に含めて表示する方法に変更しています。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成したものを記載して

います。

（企業結合等関係）

比較情報における取得原価の当初配分額の重要な見直し

2024年４月11日に行われたWalki Holding Oy他20社との企業結合について前第１四半期連結会計期間において暫

定的な会計処理を行っていましたが、前連結会計年度末に確定しています。

当第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に含まれる比較情報においては、取得原価の配分を完了したこ

とに伴うのれん及び無形固定資産その他の見直しを反映しています。

この結果、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書は、販売費及び一般管理費が84百万円増加し、営

業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ84百万円減少していますが、法人税等調整額が199百万

円減少したことにより親会社株主に帰属する四半期純利益が114百万円増加しています。


